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　謹んで新春のご挨拶を申し上げます。埼玉県
会の会員の皆様には、お健やかに新春をお迎え
のことと存じます。
　日頃は埼玉県会の事業・会務につきましてご
協力ありがとうございます。あらためて御礼を
申し上げます。
　さて、昨年前半の日本経済は一昨年３月11日
の東日本大震災からのいわば復興需要もあり回
復しつつありました。しかし、後半に入って領
土問題に端を発した外交問題が日本経済に水を
差すなど、１年間を通すとそれほどの伸びを示
さなくなってしまいました。他方、国内の政治
情勢も政局を巡って１年間を通して落ちつかな
い状況で、ロンドンオリンピックにおける日本
選手の活躍以外には、総じてあまり実りのある
年ではなかったように思われます。
　私たち公認会計士の業界も、一昨年に起きた
大王製紙事件、オリンパス事件問題をひきずっ
たまま、未就職者問題、税理士法改正問題と相
変わらず様々な難問と対峙しております。
　昨年６月の定時総会で荒井前会長の後を受け
会長に就任して半年が過ぎました。「研修と親
睦を両輪としながら業務と広報を充実させてい
く」という方針を役員の協力のもと、着々と進
めております。とくに学校法人委員会、公益法
人支援委員会、公会計委員会の３委員会の活動
も会員自身の勉強、関係自治体等との交流、そ
して親睦の場とますます活発になってきており
ます。
　また、本年１月に包括外部監査勉強会を立ち
上げる予定です。この勉強会は埼玉県をはじめ
川越市などの中核市からきている包括外部監査
人の推薦の依頼に応えるために、昨年10月に開
催した埼玉県会の活動報告会にお集まりいただ
いた県会に登録をされて間もない会員の方々を
中心に、責任者・補助者になっていただけるだ
けの実力をつけていただくこと、また、この機会
を通じて参加者の交流も深めていただきたいと
の考えによるものです。

　つぎに、埼玉県会の地域会化についてです。
ご案内の通り、神奈川県会が地域会化に向け昨
年２月に臨時総会を開催して会員の承認を受け、
10月に神奈川県会設立総会を開催し、本年４月
１日から日本公認会計士協会にとって45年ぶり
14番目の地域会になる運びとなっております。
　この問題は、本部及び東京会のガバナンスの
問題とも関係し、昨年９月末で、会員・準会員
を併せ700名を優に超える会員数となった私ど
も埼玉県会にとっても無縁のものではなく、荒
井前会長の時にも役員会でしばしば議論してま
いりました。
　私は会長就任時に、この問題に対応するため、
平成24年度の事業計画において、「…協会本部と
の連携体制や地元自治体等との関係を強化する
ために、地域会化について検討していく。」と
基本方針を定めました。また重点施策の中にも、
プロジェクト・チームを設置し、地域会化の是
非や具体的課題等を検討していくことを盛り込
みました。そして昨年６月から坂本隆信顧問に
委員長をお願いし「埼玉県会地域会化検討委員
会」を設置いたしました。
　地域会化について重要なのは、会員の皆様の
利便性を低下させることなく、その目的を果た
せるかどうかだと考えております。
　同委員会では、この問題を含め、さまざまな問
題を数回にわたって議論してきましたが、今後は
想定しうるより具体的な問題点について、東京会
の「地区会の地域会化検討プロジェクト・チー
ム」において検討していくことになりました。
　この検討結果を踏まえたうえで、本年は埼玉
県会会員の皆様のご意見をお聴きする機会を設
けていきます。そして地域会化を巡る動きにつ
いては逐次ホームページなどを通して会員の皆
様にお知らせいたします。
　本年も旧年にもまして埼玉県会の事業及び会
務に対する、会員の皆様のご支援とご協力をよ
ろしくお願い申し上げまして、新年のご挨拶と
させていただきます。

新年のごあいさつ
日本公認会計士協会
埼玉県会　会長

小山　　彰
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　県民の皆様、明けましておめでとうございま
す。健やかに平成25年の新春をお迎えのことと
お喜びを申し上げます。
　企業を取り巻く環境が急激に変化する中、公
認会計士の皆様の役割は一層重要になっている
と認識しております。皆様が社会の要請に応え
るべく日々御尽力されていることに深く敬意を
表する次第です。
　昨年、我が国では国民の審判があり、新たな
スタートを切るためのリーダーが誕生しました
が、国のガバナンスは以前に比べて格段に弱く
なっていると感じています。
　私は、我が国における増え続ける国家債務や
社会保障費などの様々な問題には、生産年齢人
口の減少による人口動態の変化と経済のグロー
バル化による国際競争力の低下という二つの要
因があると考えています。
　そこで、埼玉県ではこうした大きな変化に対
応するための取組を進めています。
　創エネや省エネのまちづくりを行う「埼玉エ
コタウンプロジェクト」は既存の市街地で事業
を進め、地元企業を中心に取組を展開して地域
産業を興し育てていきます。
　「健康長寿埼玉プロジェクト」では、生活習
慣病を減らすことに取り組み、社会保障制度に
対する負担を減らすと同時に高齢者が新たな活
躍をすることを期待しています。
　「埼玉版ウーマノミクスプロジェクト」では、
女性の社会進出を一層進め、社会や経済の活力
につなげていこうと考えています。
　このように、課題を解決しながら産業を興し

雇用につなげ活力を取り戻すことを意識してい
ます。
　これまで他国との通商政策は国が中心となっ
て行うものと考えられていましたが、地方自ら
が外国政府と直接交渉をして経済交流を活発化
することもできるのです。
　このため、産業政策を積極的に行うことはも
とより、通商産業政策全体に地方が主体的に取
り組む、いわば「通商産業政策の地方分権化」
が必要だと考えています。
　そこで、県では今後の世界経済を引っ張って
いくアジアの活力を積極的に取り込むための体
制を整備するとともに、日本の優れた技術とシ
ステムを提供することによりアジアの諸問題の
解決に貢献し、双方が発展していくという関係
づくりを進めていきます。
　日本の対外純資産残高は253兆円と世界一で
す。また、国際特許出願件数と民間も含めた科
学技術研究費はアメリカに次いで世界第２位、
対人口比の研究者数は世界一です。日本のポテ
ンシャルはまだまだ高く、これを生かすために
も地方が様々なことをどんどん行っていくべき
です。そして、その成果を目に見える形にして
地方同士が競争することで日本は復活すると考
えています。
　本県では、これまでの枠組みにとらわれず、
産業興しと雇用づくりを意識して新たに富を創
造する取組に果敢に挑戦し、現状を突破するモ
デルを構築していきます。埼玉県が日本を引っ
張っていく年にするよう各界各層の県民の皆さ
んと一緒に取り組んでいきます。

通商産業政策の地方分権化
　

埼玉県知事

上田　清司
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　新年おめでとうございます。
　埼玉県会の皆様には、新年を健やかにお迎
えのことと存じます。
　ここ数年来の経済情勢から徐々に回復が見
られるとされるものの、雇用削減等もあり、
業種あるいは企業規模により、企業の業績好
転の兆しの有無や度合いが異なる様子が感じ
られます。このような経営環境の下で私ども
は企業等の事業の伸展のため、また新たな
シーズを見出して育むために役立つように心
がけたいと思います。
　我が業界では、昨年は一昨年から提起され
ている幾つかの重要な課題に取り組んできま
したが、本年も引き続き取り組んで速やかに
解決策を見出して、前向きに進まなければな
りません。一方で協会の事業目的である公認
会計士の業務に関する環境整備および後方支
援の一環である業務拡充に意を注ぐ必要があ
ります。
　公的部門に関する業務は引き続き深掘りし
ていく分野と考えています。公会計制度につ
いて、当協会の全国的な取り組みとして、地
方公共団体の議員・職員向けの研修会を推進
しています。東京会では公会計に精通する会
員およびこの分野で地区会を代表する会員を
委員とする公会計特別委員会を設置しまし
た。同委員会が関係情報や研修資料等を収集
していますので、その活用をお願いいたしま
す。
　公認会計士は監査業務と非監査業務の担い
手として期待されていますが、非監査業務に

あっても監査業務で培った知見と業務能力を
活かして、公認会計士ならではの信頼を得て
成果を上げているところです。近年発生した
企業不祥事の事案を契機として、「不正に対
応する監査」という課題が提起されているこ
とはご存じのとおりです。不正の摘発は財務
諸表監査の目的ではないものの、不正を原因
とする財務諸表の虚偽記載もあり得ることか
ら、財務諸表監査における不正への対応につ
いて、基本的に考察することと思います。
　税務業務について、私どもは幅広い職業会
計人が税務業務を担うことが国民経済の健全
な発展に寄与すると考えておりますので、日
税連の税理士法改正提案にある能力担保措置
に反対であることを引き続き明瞭にしてまい
ります。
　協会の組織ガバナンスのあり方の要点は協
会内における情報交流、意思疎通と人材活用
です。東京会の組織再編成等は多角的な視点
から構想して、中期的に取り組むことと考え
ており、東京会のグランドデザイン検討ＰＴ
において自由な発想で議論して、取りまとめ
ています。地域性の面から東京会を見ると、
９県の地域性、三多摩地区と東京23区の特性
の違いがあります。埼玉県会では、埼玉県会
地域会化検討委員会で地域会化を鋭意検討さ
れ、東京会に設置している地区会の地域会化
検討ＰＴにおける審議の要請を東京会会長宛
に頂きました。神奈川県会が本年４月から地
域会になりますが、地域会として独立運営し
つつ、東京会連合として合同事業を行うこと
を予定しています。
　当協会では本年が役員改選期であり、東京
会役員は本年６月に交代し、協会役員は本年
７月に交代する予定です。私ども執行部はこ
の先の６ヶ月間も今までと同じように会務に
精励しながら、期日を迎えて任期を終えると
いう姿勢で務めてまいります。
　本年も相変わらず、宜しくお願いいたしま
す。

年頭のご挨拶

日本公認会計士協会　
東京会　会長　　　

小西　彦衞
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　新年あけましておめでとうございます。

　埼玉県会会員の皆様には、健やかに平成25

年の新春をお迎えのこととお慶び申し上げま

す。また、東京会の会務執行にあたり、皆様

方のご協力に感謝申し上げます。

　我が国経済の高度化・国際化をうけ、公認

会計士の業務範囲や活動領域は拡がりを見

せ、肥大化した東京会の会務及び業務の重点

はどうしても東京都内になりがちですが、９

県会は行政も独立し、地方分権移譲、地方財

政健全化等もあり、地域と密着した独自の活

躍が期待されています。

　昨年度は協会本部と東京会の組織改革ガバ

ナンスの一環として、神奈川県会の地域会化

に向けての最終的な議論があり、神奈川県会

の独立が承認されて本年４月１日をもって14

番目の地域会が誕生することになりました。

前執行部からの課題であった県会の地域会化

が実現し陽の目を見たことは、県会の地域会

化を推進してきた者にとって感慨深いものが

あります。

　さて、埼玉県会は都内に隣接する場所にあ

り、公認会計士法の改正により平成18年度か

ら急増した試験合格者が所定の履修を終え県

会に登録し、又、監査法人の転・退職者等が

住所地を事務所所在地として登録することに

より都内から多数流入してきています。平成

24年11月26日現在、埼玉県会の登録会員数は

会員561名、準会員178名、合計739名ですが、

県内在住会員数は1,224名、準会員は452名、
合計1,676名に達しています。
　埼玉県会の今年度の事業計画をみますと、

地域会化を本格的に進めるため「地域会化検

討委員会」を立ち上げ、具体的な日程をも入

れ検討しています。地域会化に伴う課題の主

なものは、本部役員及び委員会への人的リ

ソースの継続的な提供にあります。このた

め、従来の県会の会務に比して事務量が増大

し、東京会との情報ネットワークの構築等が

考えられます。しかし、埼玉県会には豊富な

経験を持つ優秀な若い人材が急増してますの

で、人的リソースの継続的な提供も可能であ

り、都心に隣接していて生の情報量も豊富で

すので、これら問題は解決されると思われま

す。また、現在の埼玉県会は、総務、業務、

研修、広報及び親睦の５つの担当副会長を置

き、若い人を中心に積極的に充実した活動を

おこなっております。

　地域会化することにより、本部等の情報を

県会会員へ円滑に伝達し、また会員からの意

見を集約し本部へ伝達する体制を整備するこ

とにより、協会事業と会員における人材活用

の場を広げ、地方公共団体や友好関係士業等

関係諸団体と相応の立場で対応できる機動的

な運営体制をとることができます。

　県会を地域会化し自らの意思決定にもとづ

き事業と会務運営をすることは業界の活性化

に必要なことです。

　新試験制度導入により、会員・準会員は飛

躍的に増加しており、監査業務の拡がりによ

り地域社会が公認会計士に求めている社会貢

献・責任を果たすためにも、地域会化を早急

に進め実現していくことが必要です。

年頭のご挨拶

日本公認会計士協会　
東京会　副会長　　

蛭川　俊也
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　県会員の先生方、明けましておめでとうご
ざいます。本年も平和で健やかな年でありま
す様お祈り申し上げます。
　さて、ご案内の通り、昨年６月23日開催の
県会定期総会において、埼玉県会も地域会化
に向けてその是非を考えてはとの意向に則り
委員会を立ち上げることが決議されました。
その背景は、本部においてより堅固な職業集
団を目指し、その一つとしてガバナンス改革
が提唱され、東京会の分離・分割がその一環
として爼上に乗ったことは周知のことと思わ
れます。平成24年11月30日現在、全国13地
域会（会員・準会員で32,106人）のうち、東
京会は21,767人の会員を抱え、その構成比は
68％と高密度になっております。埼玉県会
は735人で兵庫・京滋・北陸・九州などの地
域会と同程度の会員数となっており地区会と
してはかなりの大きさであると考えられま
す。もとより単一会の我が協会としては、会
員サービス向上と言う視点からすると本部情
報の伝達、地域会内会員の本部伝達・福利厚
生・研修制度などに少しく限界が感じられて
きてでの施策ではないかと思われます。
　これらの流れに沿って、先般、神奈川県会
では、昨年２月に承認され、14番目の地域会
として新たなスタートを切るところでござい
ます。次は埼玉との声もあちこちで聞かれま
すが、果たして分割地域会化した方が良いの
か、東京会に残って現状のままでよいのか、
悩ましいところでございます。およそ県会の
地域会化は会社組織で言えば協会本部を本店
とすれば、各地域会は支店でその下に県会が

あり、言わば営業所と言ったところでしょう
か。本店直轄になることにより会員の意見を
集約でき、また、会員への情報伝達がスムー
ズに行え、重要な事業の一環としての研修も
地域に合ったメニューを選ぶことが出来るこ
とが利点として挙げることができるでしょう。
しかしながら苦労も多いことも確かです。今
まで東京会に負っていた福利厚生事業等各種
事業は自前で行わなければならず、過渡期に
は東京会と調整があったとしてもいずれは親
離れをしなければなりません。難問山積みと
言ったところでしょうが、将来を見据えた時、
埼玉県会を日本公認会計士協会の組織の中に
どう位置づければ良いのかを念頭に置き、会
員先生方のご意見を賜ればと思っております。
　少しく視点を変え、将来展望をしてみます
と、公認会計士のコア業務は監査であること
は間違いないのですが、監査と税務、法人と
個人、都市と地域など多様な業務形態に対応
できる組織作りが必須ではないでしょうか。
埼玉は都市近郊という立場での地域会であっ
て良いのではないのでしょうか。自らの意思
決定にもとづいて事業と会務を実施できる組
織に移行してはいかがでしょうか。
　何か地域会化に賛成方の立場での記述が多
くなってしまいましたが、現状から将来を見
据えた県会作りという視点で今後を考えて頂
ければと思います。年内に臨時総会の開催を
お願いし、その是非を問いたいと思っており
ます。今後機会ある毎に当委員会の内容を開
示いたしますので、忌憚のないご意見を賜れ
ばと思っております。
　最後になりましたが本年も先生方にとりまし
て飛躍の年であります様お祈り申し上げます。
　
　
　
　
　
　
　
　
　　　

埼玉県会の地域
会化について

地域会化検討委員会　
委員長　　　　　　　

坂本　隆信
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　平成25年の新年にあたり、埼玉県会の会員
の皆様には、お健やかに新春をお迎えのこと
とお慶び申し上げます。
　早いもので、会長職をお引き受けしてから
３年の任期が終了しました。一つ一つの事業
に一生懸命取組んでいるうちにあっという間
に３年が過ぎ去ったような気がします。記憶
が薄れないうちに３年間を総括しておきたい
と思います。
　最初の年度は、９年目に廻ってきた第38回
東京会公認会計士フォーラム埼玉大会のホス
ト県で、事前の準備、当日のフォーラムと懇
親会、翌日の観光とゴルフ。会場の確保から
講師の選定、アトラクションの手配等々、東
京会の協力を得ながら役員全員で慣れぬ業務
に取組んだ懐かしい想い出です。でも、これ
で県会の役員の中で一体感が生まれたと確信
しています。
　２年目は、これまた９年目に巡ってきた友
好士業協議会の当番会の役割です。幹事会、
暮らしと事業のよろず相談会、親睦ゴルフ大
会、定期総会と役員が頑張ってくれました。
また、新公益法人制度への移行支援のセミ
ナーと無料相談会も開催し、県会の存在をア
ピールできたのではないかと思っています。
　最終年度は、県会の内部体制を充実するた
めに、事務局職員の増員と増床による研修室
の拡大を図り、会員の利便性向上に資するこ

とができました。学校法人委員会、公会計委
員会、公益法人支援委員会を設置し、活動す
ることにより県会活性化の一助となったので
はないかと思います。上田埼玉県知事や清水
さいたま市長の他にも区域を広げ、岡村川口
市長、川合川越市長、高橋越谷市長、藤本所
沢市長の訪問も実現しました。
　親睦と研修を両輪として明るく楽しく行動
することにより県会活動の活性化を促進し、
かつ、地域社会への貢献を通じて県内におけ
る埼玉県会の地位向上を図り、できるだけ多
くの会員に監査の機会を提供できるよう努力
してきました。しかし、一昨年３月11日の東
日本大震災に際して公認会計士団体としての
埼玉県会として何ができるのかを自問し、結
局解答を見いだせないまま個人規範としての
義援金募集に終わってしまったのが心残りで
す。
　この３年間リーマンショックによる景気低
迷の中で、我が業界にも公認会計士制度の改
正問題、未就職者問題、税理士法改正、IFRS
導入、そしてオリンパス、大王製紙事件と難
問が押し寄せました。このような状況の中で
会長職を全うできたのも、副会長を始めとす
る役員の皆様、多くの会員の皆様のご支援、
ご協力のお陰と思っています。感謝の一言に
尽きます。ありがとうございました。
　埼玉県会の活性化は、会員１人１人の意識
向上にかかっていますが、現下における究極
の活性化は県会の地域会化なのかなと思って
います。私の会長就任当初から地域会化の要
請があり、私自身もできることならばと思っ
ていましたが、未だ時期至らずと今日までき
ました。自己完結的に活動している県会の未
来を皆様のご理解とご支援で更に充実したも
のにしていただきたく、会員皆様のご協力を
切にお願い申し上げます。

３年間を
振り返って

日本公認会計士協会　　
埼玉県会　前会長　

荒井　伸夫



8 2013  No.10  saitama cpa news

平成23年度　事業報告
（H23．４．１～H24．３．31）

１．会員及び準会員数（平成24年３月31日現在）

会　　 員 ５２２名
準 会 員 １７６名
合　　 計 ６９８名
在 住 会 員 　４９名

２．事業報告（及び活動報告）

平
　
成
　
23
　
年

４月６日㈬ 埼玉県下水道管理課と面談
４月10日㈰ 埼玉県会有志による東日本大震災チャリティーゴル

フ（大麻生ゴルフ場）
４月11日㈪ 埼玉県下水道経営懇話会委員の推薦
５月９日㈪ 定例常任幹事会、埼玉県消費生活課と面談
５月12日㈭ 財団法人いきいき埼玉監事の推薦
５月13日㈮ 監事監査、埼玉りそな銀行産業協力財団と面談
６月９日㈭ 定例常任幹事会、上田県知事表敬訪問
６月13日㈪ 埼玉県産業拠点整備課と面談、埼玉県企業局経営懇

話会委員の推薦
６月15日㈬ 東京会役員会、定期総会、懇親会
６月17日㈮ 女性会員における士業交流会
６月25日㈯ 役員会、定期総会、懇親会

定例研修会「組織戦略・理想の組織とは」
７月１日㈮～ ３日㈰ 埼玉県会親睦旅行（韓国・済州島）
７月５日㈫ 正副会長会議 
７月６日㈬ 協会本部定期総会（ライブ配信）
７月７日㈭ 埼玉友好士業協議会定例会・懇親会
７月11日㈪ さいたま市保育園設置・運営法人選定会議委員を推薦
７月20日㈬ 埼玉県不動産鑑定士協会と埼玉友好士業協議会当番会

引継ぎ
７月22日㈮ さいたま市と面談
７月27日㈬ 東京会地区会長会議、東京会役員会
７月29日㈮ 定例常任幹事会
８月３日㈬ 埼玉県道路公社監事の推薦
８月４日㈭ 埼玉県営公園指定管理者候補者選定委員会委員の推薦
８月４日㈭～５日㈮ 協会本部夏季全国研修会（ライブ配信）
８月18日㈭～ 19日㈮ 協会本部夏季全国研修会（ライブ配信）
８月24日㈬ 埼玉県産業文化センターと面談
９月２日㈮ 深谷市と面談、新規採用者書類審査 
９月７日㈬ 定例常任幹事会、新規採用者面接
９月９日㈮ 深谷市外部評価委員を推薦
９月13日㈫ 埼玉県会ホームページリニューアルについて業者と

打ち合せ
９月15日㈭ 埼玉県不動産鑑定士協会と面談
９月16日㈮ 埼玉県生涯学習文化財課と面談、埼玉友好士業協議会

第１回幹事会
９月19日㈷ 埼玉県会親睦ゴルフ大会（鷹ゴルフ倶楽部）
９月29日㈭ 埼玉県会学校法人委員会検討会
９月30日㈮ 月次勉強会（DVD研修）「『倫理規則』等改定に伴

う今後の実務上の留意事項について」
10月５日㈬ 定例常任幹事会、埼玉県教育委員会に埼玉県立名栗

げんきプラザ指定管理者選定委員会に係る選定委員
を推薦

10月５日㈬～７日㈮ 協会本部秋季全国研修会（ライブ配信）
10月６日㈭ 増床についての打ち合せ、埼玉県会公会計委員会第

１回勉強会
10月７日㈮ 埼玉県文書課に埼玉県公益法人認定等審議会委員候

補者の推薦、さいたま地方裁判所川越支部に株式の
鑑定に係る評価人を推薦

10月12日㈬ 東京会県会ブロック会議
10月13日㈭ 公認会計士フォーラム山梨大会、懇親会、東京会役

員会
10月17日㈪ 増床についての打ち合せ
10月18日㈫ 東京会学校法人監査連絡協議会

平
　
成
　
23
　
年

10月19日㈬ 増床についての打ち合せ、埼玉友好士業協議会第２
回幹事会

10月22日㈯ 巡回研修川越大会「サービサーとの付き合い方」
懇親会 

10月27日㈭ 埼玉県会ホームページリニューアルについて業者と
打ち合せ 

11月５日㈯ 日本スリーデーマーチ（東松山）、懇親会 
11月12日㈯ 埼玉友好士業協議会「暮らしと事業のよろず相談会」

埼玉友好士業協議会親睦ボーリング大会
11月15日㈫ 越谷市長表敬訪問、巡回研修越谷大会（DVD研修）

「平成23年度消費税改正＆消費税質疑応答事例集」
懇親会

11月16日㈬ 定例常任幹事会
11月17日㈭ 埼玉県競輪開催業務委託事業者審査委員会委員の推薦
11月28日㈪ さいたま市下水道事業審議会委員の推薦
12月１日㈭ 埼玉県会CPAニュース編集会議
12月２日㈮ 埼玉県産業廃棄物処理経理専門委員会委員の推薦
12月７日㈬ 定例常任幹事会
12月７日㈬～９日㈮ 協会本部冬季全国研修会（ライブ配信）
12月13日㈫ 埼玉県産業文化センター外部監査人候補者の推薦

農林水産消費安全技術センター契約監視委員会委員
の推薦

12月14日㈬ 埼玉県産業振興公社外部監査人の推薦
12月15日㈭ 埼玉県包括外部監査人候補者の推薦
12月17日㈯ 役員会、定例研修会「自治体支援戦略の歴史と今後

の展望～一番身近な市町村へのアプローチ～」、「最
近の事業承継の動向～経営者の最大の悩み、後継者
問題～」、「最近の公認会計士制度の動向」、忘年会

12月26日㈪ 埼玉県会公会計委員会第２回勉強会、埼玉県宅地建
物取引業協会法定講習会の講師の推薦

平
　
成
　
24
　
年

１月１日㈰ 埼玉県会CPAニュース第９号発行
１月５日㈭ 正副会長会議、新年会
１月５日㈭ 県会学校法人委員会検討会、埼玉新聞社主催賀詞交

換会
１月13日㈮ 親睦ゴルフ会（飯能ゴルフクラブ）
１月16日㈪ 埼玉県産業廃棄物指導課と面談

埼玉県福祉部へ社会福祉施設等監査指導にかかる公
認会計士の推薦

１月18日㈬ 地区会長会議、東京会役員会、新年会
１月19日㈭ 協会本部新春全国研修会（ライブ配信）
１月27日㈮ 定例常任幹事会
２月７日㈫ 定例研修会「幼稚園法人の検査と財務状況について」

「社会福祉施設の財務等に関する指導監査について」
「移行申請書作成にあたっての留意点」

２月８日㈬～10日㈮ 協会本部春季全国研修会（ライブ配信）
２月17日㈮ 埼玉友好士業協議会第３回幹事会
２月27日㈪ 埼玉県監査委員、所沢市指定管理者選定委員会委員

の推薦
３月７日㈬ 財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団監事の推薦
３月14日㈬ 社会福祉法人埼玉県社会福祉事業団監事候補者の推薦

３月21日㈬～ 22日㈭ 埼玉県会DVD研修会「監査事例研修会」
３月22日㈭ 埼玉県会学校法人委員会検討会
３月28日㈬ 定例常任幹事会、東京会地区長会議、役員会
３月29日㈭ 埼玉県会公益法人支援委員会勉強会、埼玉県会公会

計委員会第３回勉強会

物 故 会 員
森　　和夫　殿（平成23年７月６日）
　   ※準会員
茂中　美喜夫殿（平成23年７月27日）

事業報告
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平成24年度　中間事業報告
（H24．４．１～H24．11．30）

１．会員及び準会員数（平成24年11月30日現在）

会　　 員 ５５８名
準 会 員 １７７名
合　　 計 ７３５名
在 住 会 員 　４７名

２．事業報告（及び活動報告）

平
　
成
　
24
　
年

４月12日㈭ 所沢市長表敬訪問
巡回研修会所沢大会
「CD-ROM学校法人の監査に係る監査報告書の取扱
いについて」
懇親会

４月15日㈰ 親睦ゴルフ大会（大麻生ゴルフ場）
４月16日㈪ 埼玉県総務部学事課と面談
４月20日㈮ 埼玉県県民生活部消費生活課と面談
４月23日㈪ 埼玉県私立学校助成審議会委員候補者の推薦
４月27日㈮ DVD研修会「監査事例研修会」

埼玉県総務部学事課と面談
熊谷スマートタウン整備事業における選定委員の推薦

５月７日㈪ さいたま地裁へ民事調停委員候補者の推薦
５月９日㈬ 推薦委員会

DVD研修会「監査事例研修会」
５月11日㈮

 
監事監査
埼玉県消費生活協同組合検査員の推薦
埼玉県へ割賦販売法に基づき立入検査を行う検査員
の推薦

５月14日㈪ 公益財団法人埼玉県産業文化センター監事の推薦
さいたま市テクニカルブランド企業評価委員の推薦

５月15日㈫ 埼玉県中小企業再生支援協議会全体会議
５月23日㈬ DVD研修会「監査事例研修会」
６月13日㈬ 定例常任幹事会
６月14日㈭ さいたま地裁へ株式評価人候補者の推薦

さいたま家裁越谷支部へ鑑定人の推薦
埼玉県環境部指定管理者候補者選定委員会委員の推薦

６月23日㈯ 役員会、定期総会、懇親会
定例研修会「山一監査責任を巡る10年をふりかえっ
て」、埼玉県会地域会化検討委員会を設置

６月26日㈫
 

平成24年度社会福祉施設等監査指導にかかる公認
会計士の推薦
さいたま地裁へ株式売買価格鑑定人の推薦
平成24年度埼玉県営公園指定管理者候補者選定委員
会委員の推薦

６月27日㈬ 埼玉県議会傍聴、県知事面会
７月４日㈬ 協会本部定期総会（ライブ配信）

正副会長会議
７月６日㈮ 学校法人委員会第３回検討会

埼玉友好士業協議会定例会・懇親会
埼玉県消費生活課、埼玉県福祉監査課と面談

７月13日㈮～15日㈰ 北海道親睦旅行
７月25日㈬ 東京会地区会長会議
７月26日㈭ 地域会化検討委員会（第１回）
７月28日㈯ 東京会県会ブロック会議
８月３日㈮ 財団法人いきいき埼玉と面談
８月７日㈫ 財団法人埼玉県国際交流協会と面談
８月９日㈭ 定例常任幹事会
８月９日㈭～10日㈮ 協会本部夏季全国研修会（ライブ配信）
８月10日㈮ 埼玉県信用保証協会と面談
８月16日㈭ 埼玉県立武道館指定管理者候補者選定委員の推薦

埼玉県川の博物館指定管理者候補者選定委員会委員
の推薦

平
　
成
　
24
　
年

８月21日㈫ 埼玉県生活科学センター指定管理者候補者選定委員
の推薦
財団法人いきいき埼玉外部監査人候補者の推薦
財団法人埼玉県国際交流協会外部監査人候補者の推
薦

８月23日㈭～24日㈮ 協会本部夏季全国研修会（ライブ配信）
８月29日㈬ 上田県知事表敬訪問
９月６日㈭ 学校法人委員会第４回検討会

定例常任幹事会
９月12日㈬ 埼玉県指定管理者候補者選定委委員の推薦
９月14日㈮ 埼玉友好士業協議会第１回幹事会
９月21日㈮ 彩の国中小企業支援ネットワーク会議
９月24日㈪ さいたま市長表敬訪問
９月30日㈰ 親睦ゴルフ大会（日本カントリーゴルフ）
10月１日㈪ 越谷市長表敬訪問
10月３日㈬ 東京会県会ブロック会議
10月４日㈭ 公認会計士フォーラム長野大会、懇親会
10月10日㈬ 埼玉友好士業協議会第２回幹事会
10月11日㈭ 定例常任幹事会
10月13日㈯ : 巡回研修会川越大会「CD-ROM　グループ法人税

制について」
懇親会

10月15日㈪ 公益財団法人埼玉県緑地協会外部監査人候補者の推
薦

10月18日㈭ 埼玉県会新入会員歓迎の集い（活動報告会、懇親会）
埼玉県県民生活部広聴広報課と面談

10月19日㈮ 地域会化検討委員会（第２回）
さいたま市総務局総務部コンプライアンス推進課と
面談

10月26日㈮ さいたま市不適正事務処理に関する第三者委員会委
員の推薦

10月29日㈪ 埼玉県平和資料館指定管理者候補者選定委員の推薦
11月４日㈰ 日本スリーデーマーチ（東松山）、懇親会
11月８日㈭ 学校法人委員会第５回検討会

定例常任幹事会
11月10日㈯ 埼玉友好士業協議会「暮らしと事業のよろず相談

会」
埼玉友好士業協議会親睦ボーリング大会

11月19日㈪～21日㈬ DVD研修会（秋季全国研修）
11月26日㈪ 埼玉県会CPAニュースについて業者と打ち合わせ

物 故 会 員
飯野　雪男　殿（平成24年８月19日）
田島　一郎　殿（平成24年11月24日）

事業報告
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　平成23年度定期総会は平成24年６月23日（土）に埼玉
県会研修室において午後１時から94名の出席者を得て開
催されました。
　同総会は平山副会長の司会で進められ、議事は荒井会
長が議長となって進行されました。総務担当常任幹事の
私が以下の①の項目の議案について説明を行い、②から
⑤の項目の議案ついては総務担当である小山副会長が説
明を行いました。
　⑥と⑦については、荒井会長が提案をされ、全ての事
項について会員皆様の慎重な審議を経た上でご承認いた
だきました。
　①　平成23年度会務報告
　②　平成23年度収支計算書
　③　平成23年度事業計画
　④　平成24年度収支予算書
　⑤　埼玉県会規約改定
　⑥　役員改選
　⑦　地域化プロジェクトチーム発足
　このうち⑤については、会員数の増加に伴い幹事を20
名から30名に変更するとともに、退任について東京会の
規定に一致させるよう規約変更することを決めました。
　⑥については、荒井会長が役員の改選時期であること
を説明し、小山副会長を会長とする新役員案に始まり、
副会長及び常任幹事、幹事、監事の各新役員案を上程し
承認され、新役員は就任を承諾しました。
　⑦については、蛭川顧問より、埼玉県会の地域化に向

けてプロジェクトチームを発足させる旨及びその委員長
として坂本顧問を推薦する提案が行われ、坂本顧問は就
任を承諾しました。このプロジェクトチームの構成委員
については、坂本顧問に一任することに決まりました。
全ての議題のご承認をいただき、ここに、小山新会長を
始めとする新執行部が始動することになりました。小山
新会長から荒井前会長に感謝状を贈呈し、小山新会長が
挨拶として抱負を述べました。
　奥山本部常務理事より来賓の祝辞をいただき、司会の
平山副会長の閉会の辞をもって無事平成23年度定期総会
が終了しました。
　引き続き、午後２時40分より定例研修会が行われまし
た。「山一監査責任を巡る十年をふりかえって」と題し
て会員の伊藤醇氏を講師にお招きして熱心な講義をして
いただきました。
　さらに、17時過ぎより30分弱の時間で、淺井東京会副
会長より東京会の会務報告が行われました。
　その後、18時より懇親会が開催されました。懇親会は、
平山副会長の司会のもと終始和やかな雰囲気の中で進め
られ、小山新会長の挨拶、来賓の方々のご紹介・ご挨拶、
真下元会長の乾杯の音頭と続き、しばしの歓談の後、
野前副会長の中締めで終了しました。
　懇親会に出席していただいたご来賓の方々は以下のと
おりです。
　　伊藤　　醇　先生（講師）
　　山崎　彰三　本部会長
　　奥山　弘幸　本部常務理事
　　鈴木　昌治　本部常務理事
　　淺井　万富　東京会副会長
　　大嶋　良弘　千葉県会会長
　　岡田　敏男　千葉県会副会長
　　小岩　宗雄　東京会事務局次長

■ 定期総会 ■ 
 土屋文実男

県会行事
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埼玉県知事表敬訪問
　埼玉県とは包括外部監査や各種関連団体の監査委員等で重
要な関わりを持ってまいりましたが、小山新会長の新生埼玉
県会のＰＲも兼ねて平成24年８月29日に上田清司知事を埼玉
県庁に表敬訪問しました。県会からは、小山会長、蛭川東京
会副会長、荒井前会長、西川副会長、深谷副会長、土屋副会
長および佐久間の７人が参加しました。
　小山会長より、埼玉県会の活動等について説明を行うと、
上田知事からは、埼玉県内の社会経済の適正な発展のために埼玉県会の役割に期待しているとのお言
葉をいただきました。また、県庁内の節電に対する取組み等興味深いお話しも伺い有意義なものとな
りました。
11111111111111111111111111

さいたま市長表敬訪問
　同様に包括外部監査、監査委員等での関わりの深いさいた
ま市には平成24年９月24日に清水勇人さいたま市長をさいた
ま市役所に表敬訪問しました。埼玉県会からは、小山会長、
蛭川東京会副会長、宮原元会長、荒井前会長、深谷副会長、
大野常任幹事および佐久間の７人が参加しました。
　清水市長からさいたま市の発展のため良きパートナーとし
て期待している旨のお言葉をいただきました。
11111111111111111111111111

所沢市長表敬訪問
　所沢市は条例により包括外部監査の対象であり、公認会計士制度や埼玉県会をＰＲするために 平成
24年４月12日に所沢市役所に藤本正人市長を表敬訪問しました。
　埼玉県会からは、荒井会長、蛭川東京会副会長、小山副会長、 野副会長、佐渡幹事、高島会員、
斉藤会員、貫井会員、岩崎会員および佐久間の10人が参加しました（役職名は当時）。
　藤本市長は、公認会計士制度の重要性を認識し、公認会計士の役割に期待している旨のお言葉をい
ただきました。
　引き続き、研修会および懇親会を開催しました。
11111111111111111111111111

越谷市長表敬訪問
　越谷市は平成27年度より包括外部監査の対象となることも
あり、公認会計士制度や埼玉県会をＰＲするために 平成24年
10月１日に越谷市役所に高橋勉市長を表敬訪問しました。
　埼玉県会からは、小山会長、荒井前会長、西川副会長、土
屋副会長、長谷川常任幹事、石井会員、長田会員、根本会員
および佐久間の９人が参加しました。
　高橋市長は、越谷市在住の公認会計士の充実ぶりに驚かれ、
今後の越谷市の発展のために公認会計士の役割に期待している旨のお言葉をいただきました。

■ 自治体の首長への表敬訪問 ■ 佐久間仁志

県会行事
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巡回研修会川越大会 猪鼻　正彦

　今年度は10月13日（土）に実施いたしました。
今回はDVD研修でテーマは「グループ法人税制」
です。税務の論点ですが、公認会計士にとっては
実務で遭遇する可能性があると考えて選択した
テーマです。川越研修は第一回はDVD研修でし
たが、その後は外部講師を依頼したり、仲間内で
講師をしたりといった「ナマ」の研修を実施して
来ましたが、今回は初心に帰ってDVD研修を久々
にやってみようという思いもございました。パソ
コンやプロジェクターを県会事務所から荒川を越
えて川越の会場まで持参することから、「研修の出
前」と呼んで始めたことが思い出されます。
　研修の参加者は19名、懇親会の参加者は12名（事
務局の池本さんを含む）でしたが、初めての方が
数名おられまして、内２名の方は懇親会にも出席
していただけました。昨年同様、新たな出会いが
ありました。今後、県会行事にどんどん参加して
いただけることを期待しております。
　今後は講師を依頼する研修とDVD研修とをそ
の時々の状況で、会員の皆様の関心のあるテーマ
を企画していこうと思いますが、何かアイデアを
お寄せいただけると助かります。もちろん、講師
を希望されるのも大歓迎です。ご参加をお待ちし
ております。

新入会員歓迎のつどい 平山　孔嗣

　東日本大震災の影響で、延期になっておりまし
た埼玉県会に新規に入会された会員の方々への県
会活動報告及び懇親会を10月18日（木）に企画い
たしましたところ、新入会員32名役員14名の参加
をいただき大盛会となりました。
　まず、県会研修室において、小山会長の挨拶、
蛭川東京会副会長からの東京会会務報告の後、参
加者の自己紹介となりました。登録間もない会員
からベテランの会員まで非常に多岐にわたりお話
しいただきましたが、意識の高さに感激いたしま
した。
　次に、土屋副会長より県会の活動内容が詳細に
報告され、質疑応答に移りました。業務内容、研
修内容について活発な意見が交わされました。応
答の中で、業務推薦のために推薦台帳への登録や、
明日を担う会員の方々に包括外部監査への支援を
お願いしなければならないため、勉強会の提案を
したのち、場所を懇親会場に移しました。
　懇親会場であります木曽路において、深谷副会
長の挨拶、荒井前会長の乾杯の後、懇親会に進み
ました。席次もできるだけ年齢経験のバランスが
取れるよう配置いたしましたが、ほどなく話が弾
み、まったく旧知の間柄のような和気あいあいの
会となりました。おかげで、研修会の講師をお願
いできるような会員や積極的に会の活動に参加い
ただける会員も見つかりました。
　県会は、研修、業務、懇親の３本柱がバランス
よく立ってこそ継続ができます。県会活動は独立
した個人会計士にとって、よりどころとなります。
このような報告会によって直接的に会員に情報を
提供できる場を総会以外に積極的にもつことによ
り、県会を自らの会として活用いただけるように
努めてまいりたいと思います。

■ 巡回研修会 ■ 

県会行事
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　平成24年において７月13日から３日間に渡
り親睦を目的として北海道旅行を行いまし
た。小山会長以下総勢13名の参加者があり、
天候にも恵まれ観光、ゴルフ、グルメといず
れも満喫した時を過ごすことができました。
　旅行の内容を簡単にご説明しますと、初日
は、私も含めゴルフ組はあの名門の「札幌ゴ
ルフ倶楽部輪厚コース」をラウンドしました。
プロのトーナメントが開催されるだけあっ
て、皆さんラフからの脱出などに悪戦苦闘さ
れていましたが、参加者全員名門コースの醍
醐味を堪能されていました。一方観光組とい
うと、「白老ポロトコタン」を訪れてそこで
美味しい白老牛ステーキに舌鼓を打ったそう
です。ところでポロトコタンとは、アイヌ語
で「大きな湖の集落」の意味だそうで、白老
には昔から「アイヌ集落」があり戦後は観光
地となって賑わっているそうです。
　夕飯はススキノの街中のビル内にある「キ
リンビール園」でジンギスカンを食べました。
ビル中でしたがフロアの広さもあり、その賑
わいといい開放感といいビール園の雰囲気は
十分味わうことができました。
　２日目は、ゴルフ組は早朝出発して「札幌
テイネゴルフ倶楽部」にて２度目のゴルフを
楽しみました。こちらのコースは、すぐ横に
スキーのリフトが見えましたが、とても急な
アップダウンのコースで私などは距離感をつ
かむのに苦労しました。それでも時にはテイ
ネ湾を見下ろす風景に感動し、輪厚とはまた
一味違ったコースをラウンドできとてもよ
かったです。
　午後からは運河、ガラス工芸で有名な「小
樽」にて散策し港町風情を楽しみました。引

続き「余市のニッカウヰスキー工場」の見学
では膨大な敷地に驚き、ウイスキーの醸造過
程をウォークスルーしながら説明を受けるとと
もに、ウイスキーも試飲できてとてもゆったり
としたひと時を過ごすことができました。
　そして夕飯は「かに将軍」にて蟹に舌鼓を
打ちました。そこではゴルフの結果発表もあ
り２日間の総合でなんと私が第１位というこ
とになり優勝商品である「ウイスキーを抱い
た熊の彫り物」をいただき、今後もなお一層
のゴルフ精進を誓いました。やがて散会して
皆さんそれぞれに札幌の夜の街中へと消えて
いかれました。
　最後の３日目ですが、やはり北海道に来た
からには「旭山動物園」を見ないわけにいき
ません。動物園は思ったほど広くはなく歩く
だけなら20～30分もかからずに園内を見て回
れるくらいの印象でした。ただ動物を人目線
の間近で見られるなど様々な工夫が見られそ
れなりの感動はできました。そしていよいよ
旅行も終わりですが、当初の予定では「富良
野のラベンダー園」を観光するはずでしたが、
季節がら大変混雑が予想されるということで
急きょ場所を「美瑛町四季採の丘」に移し花
畑をしばし観賞いたしました。
　こうして、盛りだくさんの親睦旅行は参加
者全員大満足のうちに無事終了することがで
きました。今年もこれ以上楽しい旅行を企画
したいと思いますので、是非とも皆様のご参
加をお待ちしております。

■ 埼玉県会親睦旅行 ■ 
 深谷　　豊

県会行事
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総務
副会長

土屋文実男

　新年明けましておめでとうございます。
　埼玉県会の会員皆様には、健やかに新春をお迎えのこ
とと、心からお慶びを申し上げます。
　私が小山会長のもとで副会長として総務を担当させて
頂くようになって早いもので半年が経過しました。小山
新執行部の船出から息つく暇もないほど様々な事業が行
われあっという間に半年が経ったという感想です。
　様々な事業を行う中で、役員を始め埼玉県会会員同士
の結束が固まっているという印象を受けました。
　私は、東京会の業務担当常任幹事も担当させて頂き、

東京会では埼玉県会は結束力が強いと評価されている理
由を実感しています。
　昨年度は、埼玉県会会員に３年以内に登録された会員
に向けて埼玉県会の新入会員歓迎の集い（活動報告会）
を開催したところ32名の新会員の方々が参加されまし
た。
　越谷市長への表敬訪問や川越巡回研修会でも初めて埼
玉県会の活動に参加された会員の方々が目立ちました。
今年は県内各地での巡回研修会も検討しており、多くの
会員の皆様の参加が期待出来そうです。
　このような状況で地域化検討プロジェクトチームも動
き出し、今年の埼玉県会は新しい局面を迎える序章とし
ての予感がします。
　そのためには、会員の皆様の積極的な参加が必要不可
欠であります。
　本年も会員皆様のご支援とご協力を宜しくお願い申し
上げます。

業務
副会長

西川　正純

　初春の候、ますます御健勝のこととお慶び申し上げま
す。会員の皆様方には、日頃から埼玉県会の活動に対し
ご協力いただき、厚く御礼申し上げます。
　昨年は、包括外部監査人や自治体外郭団体の外部監査
人をはじめ、審議会等の委員、講習会講師、裁判所の株
式鑑定人等色々な分野に対して県会会員の推薦を行って
まいりました。今年も出来るだけ多くの会員の皆様に業
務の推薦をおこなっていきたいと考えております。
　県会では、本年今後の包括外部監査人の推薦依頼に対
応すべく「包括外部監査勉強会」の立ち上げを行います。
　業務の推薦依頼を受けた場合、やはり県会行事等でお
話をした会員を推薦させていただくことが多くなってし
まいます。出来るだけ、県会研修会を始め、総会、忘年
会、その他県会主催の行事等（事務局へコーヒーを飲み
によっていただくだけでも大歓迎です。）に参加してい
ただければと思っております。

事務局

池本　和子

井原　紀子

　明けましておめでとうございます。
　昨年は、定例研修会、DVD研修会、巡回研修会、新
入会員歓迎の集い、懇親会、北海道旅行、スリーデー
マーチ、親睦ゴルフ会等、埼玉県会の研修会・行事にご
参加いただきありがとうございました。本年も研修会・
親睦行事等を多数ご用意して皆様のご参加をお待ちして
おります。よろしくお願い申し上げます。

事務局だより

推　薦　状　況
推薦月 団　体　名 内　　　容 人数等

継続

埼玉県宅地建物取引業協会 宅地建物取引主任者法定講習会の講師派遣 ４名～
５名

埼玉県中小企業再生支援協議会 埼玉県中小企業再生支援協議会協力メンバー 13名
（登録）

さいたま市産業創造財団 さいたま市産業創造財団登録公認会計士 10名
（登録）

平成23年４月～24年３月
４月 埼玉県下水道事業管理者 埼玉県下水道経営懇話会委員 １名
５月 財団法人いきいき埼玉 財団法人いきいき埼玉監事 １名

６月
埼玉県公営企業管理者 埼玉県公営企業局経営懇話会委員 １名
さいたま市 さいたま市指定管理者審査選定委員会委員 １名

７月
さいたま市 さいたま市保育所設置・運営法人選定会議委員 １名

埼玉県 西部地域振興ふれあい拠点施設（仮称）民間に
ぎわい施設事業者選定審査委員会委員 １名

８月
埼玉県道路公社 埼玉県道路公社監事 １名
埼玉県都市整備部公園スタジアム課 平成23年度埼玉県営公園指定管理者候補者選定委員会委員 １名

９月 深谷市 深谷市外部評価委員 １名

10月
埼玉県教育委員会 埼玉県立名栗げんきプラザ指定管理者選定に係る選定委員 １名
埼玉県 埼玉県公益法人認定等審議会委員候補者 １名
さいたま地方裁判所川越支部 株式の鑑定に係る評価人 １名

11月
埼玉県県営競技事務所 埼玉県競輪開催業務委託事業者審査委員会委員 １名
埼玉県教職員互助会 埼玉県教職員互助会資産運用アドバイザー １名
さいたま市 さいたま市下水道事業審議会委員 １名

12月

埼玉県環境部 埼玉県廃棄物処理経理専門委員会委員 １名
独立行政法人農林水産消費安全技術センター 契約監視委員会委員 １名
財団法人埼玉県産業文化センター 外部監査人 ２名
財団法人埼玉県産業振興公社 外部監査人 ２名

埼玉県 包括外部監査人 １名
２法人

１月 埼玉県福祉部 平成24年度社会福祉施設等指導監査に係る公認会計士 １名

２月
埼玉県監査事務局 埼玉県監査委員 ２名
所沢市 所沢市指定管理者選定委員会委員 ２名

３月
財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団 監事 １名
社会福祉法人埼玉県社会福祉事業団 監事 １名

平成24年４月～

４月
埼玉県総務部 埼玉県私立学校助成審議会委員候補者 １名
熊谷市 熊谷スマートタウン整備事業における選定委員 １名

５月

さいたま地方裁判所 調停委員候補者 １名

埼玉県県民生活部
埼玉県消費生活協同組合検査員候補者 １名
割賦販売法に基づき立入検査を行う検査員 １名

財団法人埼玉県産業文化センター 財団法人埼玉県産業文化センター監事 １名
さいたま市 さいたま市テクニカルブランド企業評価委員 １名

６月

さいたま地方裁判所 株式の鑑定に係る評価人 １名
さいたま家庭裁判所越谷支部 鑑定人 １名
埼玉県環境部 埼玉県環境部指定管理者候補者選定委員会委員 １名
埼玉県福祉部 平成24年度社会福祉施設等指導監査に係る公認会計士 １名
さいたま地方裁判所 株式売買価格鑑定人 １名
埼玉県都市整備部 平成24年度埼玉県営公園指定管理者候補者選定委員会委員 １名

８月

埼玉県教育局 埼玉県立武道館指定管理者候補者選定委員 １名
埼玉県教育委員会 埼玉県立川の博物館指定管理者候補者選定委員会委員 １名
埼玉県消費生活支援センター 埼玉県生活科学センター指定管理者候補者選定委員候補者 １名

財団法人いきいき埼玉 外部監査人候補者 １名
２法人

財団法人埼玉県国際交流協会 外部監査人候補者 １名
１法人

９月 埼玉県農林部 埼玉県指定管理者候補者選定委員 １名

10月

公益財団法人埼玉県公園緑地
協会 外部監査人候補者 １名

１法人
さいたま市 さいたま市不適切事務処理に関する第三者委員会委員 １名
埼玉県県民生活部 埼玉県平和資料館指定管理者候補者選定委員会委員 １名
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親睦
副会長

深谷　　豊

　新年明けましておめでとうございます。昨年６月より
親睦担当させていただいております。昨年においては年
３回の親睦ゴルフをはじめ夏の北海道親睦旅行（詳しく
は別紙の親睦旅行欄をご参照ください。）、秋の東松山市
での日本スリーデーマーチなど大変充実した親睦一年を
達成できたのではないかと感じております。日本スリー
デーマーチは35回記念大会ということもあり、参加者は
12万人を超え日本一はもちろん、世界第２位の規模とい
うことにも大変驚いたことを覚えております。
　いずれにしても親睦に関しては長年担当してきた平山
副会長の熱い思いがあったからこそと感じております。
それを引き継いだ私としても私なりに一生懸命やらせて
いただきたいと思いますので、皆様会員の積極的なご参
加をよろしくお願い申し上げます。
　また、上記以外でも何か他に楽しい企画があれば遠慮
なくお申し出いただきたいと思います。多くの会員の方
が楽しめるようであれば積極的にとり入れていきたいと
考えています。

広報
副会長

佐久間仁志

　あけましておめでとうございます。会員の皆様には、健
やかに新年をお迎えのことと御喜び申し上げます。今年度

も広報を担当することになりました。
　広報としては年１回の埼玉県CPAニュース、県会ホー
ムページを中心として会計士業務をアピールしておりま
す。特に今年度はCPAニュースが記念すべき10号となり
一層充実した内容となりました。埼玉県会ホームページも
昨年から充実しましたので、「地域社会に貢献する」公認
会計士の役割、重要性を積極的にアピールし、一方で研
修や行事などタイムリーな情報を提供してまいります。皆
様にはホームページを有効なコミュニケーションツールと
して利用していただきますようよろしくお願いします。
　さらに、新聞企画記事等の活用を通じて、埼玉県民の
皆様に対して会計士業務をＰＲしていきます。埼玉県会の
地域社会へのアピールにつきましては、昨年同様、会員皆
様のご協力をお願い申し上げます。

研修
副会長

平山　孔嗣

　あけましておめでとうございます。縁あって再び研修
担当を命ぜられました。
　前任時以来、本部研修もほとんどが県会研修室で受講
でき、会員増加に伴い研修室も増床となって、皆様の
CPE取得への利便性を高めることはできました。県会
独自研修におきましても、研修内容のより一層の充実を
求めてまいります。定例の総会時、年末時、２月時の研
修会及び川越、熊谷など県内拠点での開催と各種委員会
との連携による勉強会を予定しておりますが、随時タイ
ムリーな内容ものを企画するとともに、多種多彩の人材
を有ずる県会会員の中からも講師をお願いし地域の力を
結集し、埼玉ならではの研修にして行きたいと考えてい
ます。何卒よろしくお願い申し上げます。

平成24年度　実績及び予定
月　日 テ　　ー　　マ 場　　所 参加者 講師名 単位
４月12日 巡回研修会所沢大会「学校法人の監査に係る監査報告書等の取扱いについて」 所沢中央公民館 14名 集合研修DVD 2
４月27日 DVD研修会（監査事例研修会） 県会研修室 9名 集合研修DVD ※3
５月９日 DVD研修会（監査事例研修会） 県会研修室 8名 集合研修DVD ※3
５月23日 DVD研修会（監査事例研修会） 県会研修室 18名 集合研修DVD ※3
６月23日 定期総会・研修会「山一監査責任を巡る十年をふりかえって」 県会研修室 103名 伊藤醇氏 4
７月４日 本部定期総会 県会研修室 38名 （ライブ配信） 4
８月９～10日 本部夏季全国研修会① 県会研修室 59名 （ライブ配信） 12
８月23～24日 本部夏季全国研修会② 県会研修室 84名 （ライブ配信） 12
10月13日 巡回研修会川越大会「グループ法人税制について」 東上パールビル 19名 集合研修DVD 3

11月19～21日 DVD研修会（秋季全国研修会10/3～10/5開催） 県会研修室 179名 集合研修DVD 18
12月５～７日 本部冬季全国研修会 県会研修室 （ライブ配信） 18
12月15日 定例研修会（①「埼玉県の中小企業を取り巻く現状と課題」　②「中小企業会計要領の歩き方」） 県会研修室 ①真鍋伸次氏　②淺井万富氏 4
12月26日 DVD研修会（監査事例研修会10/17開催） 県会研修室 集合研修DVD 4
12月27日 DVD研修会（法人税事例研修会12/3開催） 県会研修室 集合研修DVD 3
１月17日 本部新春全国研修会 県会研修室 （ライブ配信） 6
２月６～８日 本部春季全国研修会 県会研修室 （ライブ配信） 18
２月12日 定例研修会（学校法人会計、他） 県会研修室 埼玉県学事課、他 3
３月未定 DVD研修会（テーマ未定） 県会研修室 集合研修DVD 2

※は同一内容につきCPE3でカウント 平成24年度合計 116

平成25年度以降　予　定
月　日 テ　　ー　　マ 場　　所 参加者 講師名 単位
４月未定 DVD研修会（テーマ未定） 県会研修室 集合研修DVD 2
５月未定 DVD研修会（テーマ未定） 県会研修室 集合研修DVD 2
６月22日 定期総会・研修会（テーマ未定） 県会研修室 未定 4
７月３日 本部定期総会 県会研修室 （ライブ配信） 4
８月８～９日 本部夏季全国研修会① 県会研修室 （ライブ配信） 12
８月22～23日 本部夏季全国研修会② 県会研修室 （ライブ配信） 12
９月未定 DVD研修会（テーマ未定） 県会研修室 集合研修DVD 2

10月23～25日 本部秋季全国研修会 県会研修室 （ライブ配信） 18
10月中旬 巡回研修会川越大会（テーマ未定） 未定 未定 未定
11月中旬 巡回研修会熊谷大会（テーマ未定） 未定 未定 未定
12月11～13日 本部冬季全国研修会 県会研修室 （ライブ配信） 18
12月中旬 定例研修会（テーマ未定） 県会研修室 未定 3

事務局だより
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公会計委員会    委員長　平山　孔嗣　
　公会計委員会は、現行の公会計、地方公営企業会計を基礎から学ぶとともに、新公営企業会計基準、
複式簿記の公会計も研究し、監査委員や地方公共団体からのさまざまな負託にこたえられるよう準備
する目的で運営されています。本年はまず､ 25年度より適用される新地方公営企業会計基準と導入が
検討されている複式公会計の内容、効果等について勉強会を開催いたします。
　昨年度は、米田正巳前埼玉県監査委員、宮原敏夫さいたま市監査委員、山下勝矢県会議員（会員）
を講師にお招きし、県及び政令市における監査及び公会計制度の状況をご説明いただきました。その
後、山下会員は県議会において、堂々と発生主義による公会計の有用性を訴え、埼玉県の導入の方向
性につき質問をされました。公会計の役割が県議会、県知事に直接訴えられたのは大変有意義であっ
たと思われます。
　今後は、本部、東京会、地方公共団体関係者などとも連携し、実践的な公
会計の役割から普及への方策、先進的な手法で先行する自治体の実例なども
研究してまいります。
　公認会計士が、企業会計だけでなく、公会計という分野において先導的立
場に立ち、地域に貢献できうるような企画をしてまいりたいと思います。

学校法人委員会    委員長　西川　正純　
　学校法人委員会は、埼玉県所管の学校法人監査（特に私立幼稚園監査）に関わっている会員の方の
埼玉県学事課との窓口となるとともに、県による学校法人指導監査の財務について会計の専門家とし
て支援していくことで、県内学校法人に対する地域貢献に役立つことを目標に活動しております。
　今年度は、学事課が予定している「学校法人会計質疑応答集（平成14年度版）」の改訂にあたり、年
５回ほどの相談を受け会計専門家としての助言を行ってまいりました。
　学事課との意見交換における会員への有用な情報につきましては、県会ホームページを通じてお知
らせするようにしております。
　今年も２月に、指導監査側である県学事課による研修会を催すなど、埼玉県会学校法人委員会とし
ては、本部・東京会の学校法人委員会とは違った埼玉県に密着した活動を今後も行っていきたいと
思っております。

公益法人支援委員会    委員長　工藤　道弘　
　当委員会の活動は、従来は公益法人制度改革に基づく移行支援に重点を置いたものでしたが、その
移行作業そのものは、移行期限（平成25年11月30日）まで１年を切ったこともあり、ある程度山を越
えた感があります。そのため、今後は移行後の公益法人及び一般法人の事業運営の支援、とりわけ会
計関連の業務支援に活動の重点を移していく考えです。
　その手始めとして、昨年10月末に、その時点で移行済みの公益法人及び一般法人の埼玉県内におけ
る全法人に対して、無料相談会の案内状を送付いたしました。相談
の方法は、新しい公益法人会計基準に対する疑問点及び不明点や、
日常の経理実務並びに決算業務を行う上で困っている点を文書で
送ってもらい、それらについて個別面談形式で相談に応じるという
ものです。
　集まった相談事項等に丁寧に対応することで社会貢献を果たし
ていくとともに、このような活動をとおして公認会計士の認知度を
高め、会員の皆さんの活躍の場が広がるように努める所存です。

事務局だより
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　最近、シリコンスチーマーを頻繁に使うように
なった。カラフルなシリコンスチーマーは、台所
で異様な存在感を放っている。シリコンスチー
マーとは、シリコンでできたタッパーのような物
である。販売している各メーカーのホームページ
を見ると、電子レンジの電磁波を通しやすく、少
ない加熱時間で調理できるそうである。さらに、
熱を通しにくいため、レンジで加熱した後、フタ
をしたまま蒸らしておけば余熱で火が通るらしい。
宣伝文句は、かなり良さそうだったが、見た目は、
カラフルなゴムでできたタッパーなので、流行し
始めた当初は、なんだか体に悪そうな印象で、な
かなか使う気がおきなかった。
　豊島区ホームページによると、豊島区消費生活
センターの試験では、検査したシリコン製品の21
品目のうち、20品目でホルムアルデヒトが検出さ
れたそうだ。やはり、シリコンスチーマーは体に
悪いという、私の妄想は正しかったようだ。ただ
し、使い始める前に５分程度、煮沸すれば、健康
に影響は無いということも記載されていた。
　そこで、シリコンスチーマーを、ぐつぐつ煮込
んでから使ってみた。レンジで使ってみると、各
メーカーが宣伝しているとおりに、熱のとおりが
早く、楽に調理できることがわかった。また、耐
熱温度が高いため、油っぽいものを使ってもシリ
コンが融けることは無い。一度、使い始めると便
利さに手放せなくなった。
　私が、良くやる方法は、シリコンスチーマーの
下に水で戻していない乾燥ワカメを敷き、その上
に、肉または魚と、野菜を適当に刻んだものを乗
せてレンジで調理する方法である。レンジが終
わったら、数分蒸らしてドレッシングをかけて食
べる。この方法だと、下に敷いた乾燥ワカメが水

分を吸収してくれるので水っぽくならない。また、
ドレッシングを変えていけば、味に飽きることも
ない。
　他には、肉じゃが、カレー、筑前煮等も良くつ
くる。煮物はコンロで作ると、夏は暑くて仕方な
いので、レンジで、さっと作れるのは大変うれし
い。味は、普通にコンロで作ったほうが美味しい
ような気がするが、気にしたら負けである。
　最近は、楽なので、焼き魚もシリコンスチーマー
で作るようになった。しかし、焼き魚については、
コンロで作ったほうが、はるかに美味しくできる
ので、シリコンスチーマーを使うのは、お勧めし
ない。
　それ以外でも、ネットで検索すれば、シリコン
スチーマーの簡単レシピが多く見つけられる。適
当に野菜を切って、調味料を混ぜて、レンジで加
熱すれば、簡単に野菜摂取量を増やせる。普段、
料理をしない人には、特にお勧めである。また、
簡単に、おかずが一品増えるので、是非、皆様に
も活用してほしい。

愛しのシリコンスチーマー
　

芳原　勝伸

会員コーナー

埼玉県のマスコット　コバトン
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　昨年よりミステリ小説中毒ともいえる状況に
なっています。ミステリ小説が読みたくて、読み
たくて、読みたくて、我慢できなくなるのです。
さすがに手は震えませんが。
　ミステリ小説中毒がピークの頃は、食事する時
間も惜しんで、寝る時間を削って、早朝４時くら
いに起きてミステリ小説を読んでいました。
　きっかけは、毎週見ていたテレビの連続ドラマ
を見逃したことでした。ストーリーがわからなく
なったので、原作とされているミステリ小説を読
んでみたのです。ドラマは原作に忠実に作られて
はいるわけではなく、小説の方がドラマよりも内
容が深く、楽しめたのです。それ以降は、ミステ
リ小説がドラマ化された時、おもしろいと感じた
ドラマについては原作の小説を読むようになりま
した。
　私がこれまで読んできたミステリ小説では、主
人公が物語の最初に登場し、場面が切り替わって
他の人物が登場した場合、主人公との関係が明ら
かにされた上で物語が展開していくものでした。
私がはまってしまった小説では、最初に主人公が
登場し、次の場面で別の人物が登場しても特に主
人公との関係には言及されません。その人物を取
り巻く新たな人間関係で話が進んでいきます。最
初は、そのような小説を読むことに不慣れであり、
いささか唐突に感じました。「この人は誰？今まで
に出てきた人？」と前のページに戻ったりもしま
した。今では多少は慣れてきて、新たな登場人物
により、それ以降の小説の展開が楽しみにさえな
ります。
　私の生活にかなりの影響を与えているミステリ
小説中毒ですが、悪いことばかりではありません。
文庫本を読むためのスペースさえ確保できるなら、

満員電車での通勤が苦痛ではなくなりました。苦
痛でないと言うよりも通勤時間が楽しみになりま
した｡ 200～300ページならば往復２時間の通勤時
間と寝る前の１時間で１冊を読むことができます。
おそらく昨年１年間で少なくとも100冊以上の小説
を読んだと思います。その９割以上がミステリ小
説でした。
　昨年手にしたのは、東野圭吾氏、宮部みゆき氏、
貴志祐介氏等の著書です。特に東野圭吾氏の小説
については、全て読破しました。エッセイやガイ
ドブックの他、なんと絵本まであり、合計で90冊
以上はあったと思います。
　初めの頃は書店で購入していました。けれどミ
ステリ小説はネタがわかってしまえば、再度読む
ことはほぼありません。保管スペースの問題もあ
り、最初の１、２冊と図書館での予約順位を待ち
きれなかった新刊本は書店で購入しましたが、後
は図書館で借りて読みました。
　これからも私のミステリ小説好きは変わらない
と思いますが、家事や仕事に影響が出ない範囲で
ミステリ小説を楽しみたいと思っています。今年
はどんな作品と出会えるのか今からワクワクして
います。

会員コーナー

ミステリ小説中毒
　

小川　千恵子

埼玉県のマスコット　コバトン
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行事写真集

北海道親睦旅行特集　2012.7.13～ 7.15

札幌ゴルフ倶楽部輪厚コース

キリンビール園

支笏湖ビジターセンター

白老ポロトコタン

小樽寿司屋通り

札幌テイネゴルフ倶楽部

すすきの
かに将軍

余市ニッカウヰスキー工場

美瑛町四季採の丘

旭山動物園
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行事写真集

u親睦ゴルフ会（大麻生ゴルフ場）
　2012.4.15

u懇親会
　2012.6.23

uスリーデーマーチ（東松山）
　2012.11.4

u新入会員歓迎の集い懇親会
　2012.10.18

uリニューアルとなった県会事務所
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日本公認会計士協会埼玉県会　平成24年度役員名簿
役 員 名 氏　　　　　　　名
会 長 小山　　彰

副 会 長 平山　孔嗣（研修）　　　西川　正純（業務）　　　佐久間仁志（広報）
土屋文実男（総務）　　　深谷　　豊（親睦）

監 事 内田　俊二　　　櫻井　　茂

常任幹事
金井　千尋（総務）　　　長谷川俊晴（親睦）　　　高島　誉章（親睦）
飯野　浩一（広報）　　　小川千恵子（広報）　　　大野　夏美（業務）
工藤　道弘（業務）　　　猪鼻　正彦（研修）　　　宮城由美子（研修）

幹 事
伊藤　英明　　　遠藤　忠宏　　　岡庭　武利　　　川島弥生子　　　河合あゆみ
野　勝正　　　佐渡　一雄　　　清水　秀雄　　　島田紘一郎　　　寺山　昌文
長島　良亮　　　中澤　仁之　　　中島　茂喜　　　中村　甫尚　　　中村友理香
原口　　博　　　筆野　　力　　　松田　道春　　　村田　憲司　　　

顧 問
鈴木　義夫　　　多田　広光　　　堀　　一男　　　藤野　廣治　　　真下　和男
山本　清次　　　蛭川　俊也　　　吉島　一良　　　坂本　隆信　　　熊木雄太郎
宮原　敏夫　　　荒井　伸夫

相 談 役 石山　　豊　　　海野　亀男　　　稲山十四助

埼玉県内に事務所を有す監査法人

有限責任あずさ監査法人北関東事務所
監 査 法 人 ク ラ リ テ ィ
さくら萌和有限責任監査法人さいたま事務所
至 誠 監 査 法 人 熊 谷 事 務 所
新日本有限責任監査法人さいたま事務所
有限責任監査法人トーマツさいたま事務所

埼玉県会ホームページ　http://www.jicpa-saitama.jp
会員・準会員ページへのアクセスは下記の ID・パスワードをご入力ください。

ID（ユーザー名）： 　パスワード： 　（ID・パスワードはすべて英数半角小文字です）

創刊号から
第９号まで

おかげさまで第10号　埼玉県会CPAニュース
　2004年１月１日に創刊号を発行して以来、新春の便りとしてすっかり定着しております埼玉県会CPA
ニュースは今回で第10号となりました。２色刷りの16ページ構成がオールカラーとなり、今号は24ページ構
成となりました。
　これもひとえに会員の皆様、関係諸団体のご支援の賜物です。厚く御礼を申し上げます。

CPAニュースのバッ
クナンバーはホーム
ページ上でもご覧い
ただけます。

役員名簿等

●●●●● ●●●●●
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名簿

埼玉県会地域別会員名簿（平成24年11月30日現在）
地　　区 正　　　会　　　員 準会員（４号準会員含む） 会  員  数

正 準 計

中
　
　
　
央
　
　
　
地
　
　
　
域

さ
　
い
　
た
　
ま
　
市

浦和区 青山　裕之　　　石田　惠美　　　上野　光正　　　内田　俊二（監）
大久保　明　　　尾花　　淳　　　小淵　直子　　　賀川寛一郎
神本　　昇　　　川邊　　茂　　　木下　立也　　　齋藤　史郎
酒井　健一　　　櫻井　　茂（監）　杉山　幹夫　　　鈴木　義夫（顧）
竹井　光美　　　立見　聡美　　　土屋文実男（副）　寺山　昌文（幹）　
富田　吉昭　　　長島　良亮（幹）　中村友理香（幹）　成田　英彦　　　
保坂　圭作　　　牧　　哲郎　　　松平　　智　　　宮城由美子（常）　
宮原　敏夫（顧）　村田　英孝　　　矢野　豪士　　　竜石堂潤一

阿久津　聖　　小林　啓孝　　塚原　龍雄
福士　卓雄　　増田奈津子　　松縄　　豊
間藤　千尋

32 7 39

大宮区 安達　岳夫　　　荒井　克浩　　　荒井　伸夫（顧）　有坂　忠輔　　　
有賀　秀樹　　　飯塚　正貴　　　石川　岩雄　　　石倉　英樹
石坂　貴洋　　　石坂　洋二　　　石山　　明　　　伊藤　英明（幹）
入江　淳子　　　上野　　洋　　　大野　夏美（常）　大原　　誠　　　
小河原崇生　　　岡本　尚樹　　　小倉　　章　　　小澤　敬生　　　
鎌田　健吾　　　鎌田　竜彦　　　木島　紹史　　　木村　邦彦　　　
工藤　道弘（常）　久保壯一郎　　　熊谷　信考　　　栗原　由武　　　
古賀　聡子　　　小宮山　榮　　　重田　知香　　　重松　輝彦　　　
宍戸　祐介　　　篠塚　裕文　　　須賀　信治　　　杉田　一真　　　
鈴木　康雄　　　関端　京夫　　　竹谷　一樹　　　千田　哲平　　　
張　　敬典　　　調子真名武　　　筑紫　　徹　　　津島由実子　　　
中島　茂喜（幹）　中山　　潤　　　奈良　佳和　　　西尾　　忍　　　
西平　　哲　　　信澤　康一　　　原田　敦史　　　布施　知芳　　　
筆野　　力（幹）　洞口　卓継　　　増田亜希子　　　松浦　竜人　　　
松島　　稔　　　松田　道春（幹）　松村　浩孝　　　松本　榮一　　　
松本　　茂　　　森　　貴文　　　森田　忠宏　　　矢部　謙二　　　
山沢　邦明　　　吉川　武文　　　吉田　　宏　　　吉田　守一

魚住　　侑　　荻野佐知子　　奥富　進介
長部　真美　　恩地　顯太　　剣持　秀樹
佐藤　英計　　須永　貴彦　　髙城　敦史
逸見　織恵　　栁橋　考剛　　米谷　将大
渡辺　敬太

68 13 81

中央区 生川　直幸　　　猪俣　秀毅　　　垣沼　一郎　　　河合あゆみ（幹）
甲田　拓也　　　小林　正和　　　小宮　一浩　　　坂本　隆信（顧）
佐野　芳孝　　　鈴木　　徹　　　髙橋　昌男　　　冨田　真史
中川　俊夫　　　原田　裕子　　　福家　弘行　　　古屋　卓己
村田　憲司（幹）

新井　直毅　　新江　　孝　　上田　丈人
風岡　晶雄　　菊地　健太　　坂口　陽子

17 6 23

北区 飯倉　哲成　　　川島弥生子（幹）　﨑谷　　寿　　　寺見　三雄
鳥井　喜一　　　中島　　信　　　柳田　順子

宇賀神貞夫　　枝　　大樹　　西川　英樹
濱松　幹雄

7 4 11

西区 網野　　誉　　　内山　義雄　　　浦野　雄二　　　小林　　譲
深谷　　豊（副）

関根　史裕　　横溝　幸広 5 2 7

南区 相塲　俊夫　　　板橋　信夫　　　岩渕　　均　　　荻原　　誠　　　
奥角　　仁　　　押山　雅志　　　後藤　俊二　　　込田　　彊　　　
佐分　紀夫　　　髙野　英之　　　高野　寧績　　　高野ゆきの　　　
髙橋　　歩　　　田村　道明　　　都築　秀美　　　信澤　山洋　　　
橋詰　正夫　　　長谷川孝至　　　前田　清澄　　　眞木　和久　　　
増田　　一　　　宮島　博和　　　森山　謙一　　　

伊東　知文　　木下　靖浩　　柴田　英樹
田中　建二　　中島　弘貴　　番家　　薫
松井　義隆

23 7 30

桜区 井澤　真信　　　加藤　暁光　　　須田由里子　　　関口　俊雄
長岡　保彦　　　廣澤　　智

　 6 0 6

見沼区 新江　　明　　　大金　忠宏　　　奥原　主一　　　加沢　義晴
島田紘一郎（幹）　髙橋　基貴　　　深井　　忠　　　町野　晃一
松原　令枝　　　宮内　政人　　　山口憲一郎

安藤　正幸　　豊島　洋平　　中嶋　大貴
山田　友紀

11 4 15

緑区 内山　敏彦　　　海野　亀男（相）　大石　　勝　　　北原　英治　　　
桐岡　弘幸　　　木暮　友喜　　　橋本　聡子　　　松永　昭三　　　
三木　昌弘　　　吉田　俊行　　　若井　義之　　　渡邊　　光

酒井　勇佑　　田辺　剛彦　　山口　和徳 12 3 15

岩槻区 相原甫二雄　　　秋葉かおり　　　安齋　亮三　　　岩波　一泰
角田　　浩　　　塩原　修藏　　　塩原　史子　　　中村　崇宏

尾崎　健一　　柏木　敦喜　　鈴木　智子
鈴木　瑞花　　中川憲太郎　　渡邉　　徹

8 6 14

（さいたま市　計） 189 52 241
川口 青木　忠幸　　　赤塚　孝江　　　磯貝　光一　　　猪股孝太郎

宇津井高時　　　大村　雅司　　　岡田　　清　　　小倉　邦路　　　
金井　克夫　　　鎌田　融彦　　　菊池　直俊　　　古賀　幹和　　　
小林　　環　　　小山　　彰（会）　齋藤　一将　　　 藤潤一郎　　　
櫻井　秀秋　　　佐々木　武　　　佐々木祐介　　　佐藤　昌彦　　　
佐藤　　實　　　佐山　直人　　　清水　秀雄（幹）　新村　公剛　　　
鈴木　和仁　　　相馬　雅宏　　　田井　貴彦　　　髙田　宏昭　　　
高橋　　守　　　竹内　　耐　　　丹沢　好治　　　近田菜生子　　　
中村　明弘　　　西浦　正和　　　野島　一男　　　長谷川直志　　　
林　　遼平　　　常陸　泰司　　　藤野　廣治（顧）　淵上　敦至　　　
古山　幸司　　　堀　　哲也　　　増田　善久　　　宮一富士男　　　
村上　史子　　　村田　俊祐　　　森住　恵二　　　與世田温子　　　
與世田雄大　　　米田　正巳　　　渡邉　勝彦　　　渡部　行光　　　

阿久井　峻　　有座　永起　　石垣　　保
上野　　清　　太田真一郎　　小山　　敦
関根　智美　　遠山　和宏　　根岸　由郎
深澤　雄己　　森澤　祐介　　

52 11 63

蕨 浅野　晋也　　　浅野　日由　　　雨堤　正博　　　小林　順一
四戸　健一　　　鈴田　広也　　　多田　広光（顧）　永井　重徳
平山　孔嗣（副）　湧川　貴夫

青木　聖太　　城戸　祐樹　　日高　康輝
向田　隆義　　山下　靖雄

10 5 15

戸田 天野　敦之　　　上田　　誠　　　遠藤　英樹　　　小川千恵子（常）
片野　凌一　　　久保出健二　　　熊木雄太郎（顧）　小池　　亘
小泉　　隆　　　杉本　清文　　　杉本喜代美　　　髙橋　謙一
永井　健治　　　本橋　広行　　　森　　新吾

浅見奈津子　　山北　文也　　鎗田あずさ 15 3 18

上尾 井上　克典　　　井上　広明　　　木村　　尚　　　黒澤　誠一
小松　修二　　　小宮山　司　　　佐藤　　孝　　　鈴木　稔巳
瀨川　則之　　　関口　長吉　　　田中　更二　　　田中　智行
羽田　吉和　　　松岡　樹生　　　三上　幹夫　　　柳　　　洋
柳田　隆久　　　若松　謙維

大石　良則　　木村　太一　　竹中　伸明
西谷　秀治　　西村　仁志　　西村　雅史
信末　涼一

18 7 25

桶川 関口　大輔　　　松田　正典　　　宮田　英生 3 0 3
北本 池田　政治　　　佐藤　尚義　　　富山　兼忠　　　松村　　栄 小川　修平　　田島　清孝　　若林　裕也 4 3 7
鴻巣 大塚　和恵　　　清水　　正　　　千代田邦夫　　　中澤　　隆 齋藤　亮太　　田中　法和　　塚本　　聡

二見　弘喜　　元氏　　元
4 5 9

伊奈 町田　賢朗 1 0 1
中央地域　合計 296 86 382

西
　
　
部
　
　
地
　
　
域

川越 阿部　軍喜　　　安藤　隆允　　　石山　　豊（相）　伊藤　宏美　　　
猪鼻　正彦（常）　猪鼻　嘉行　　　荻野　博司　　　栗原　　章　　　
佐久間仁志（副）　定行　一治　　　 野　勝正（幹）　鈴木　　悟　　　
関口　智和　　　説田真二郎　　　竹内　裕一　　　田中　伴一　　　
富田　正明　　　長岡　千晶　　　長岡　勝美　　　西川　孝博　　　
西川　正純（副）　原　　浩一　　　松渕　敏朗

佐々木　航　　原田　智浩　　藤城　　匠
本谷　一輝　　諸橋　貴彦

23 5 28

所沢 秋元創一郎　　　阿部　大亮　　　井上　正之　　　岩﨑　力也　　　
上本　壽雄　　　瓜生　憲史　　　江口　　輝　　　大東　幸司　　　
柏谷　道正　　　狩野　　順　　　久朗津英夫　　　肥沼栄三郎　　　
斉藤　武司　　　酒井　敏彦　　　笹井　和廣　　　佐渡　一雄（幹）　
柴山　高一　　　白井貴世子　　　白井健二郎　　　関　　博之　　　
髙島　誉章（常）　橘　　宣洋　　　田中　敦子　　　田中　　勝　　　
近澤　優司　　　鶴藤　　洋　　　貫井　正之　　　早坂　昇一　　　
舟越　　進　　　町田　和宏　　　宮城　秀敏　　　森　　巨樹　　　
山中　幸雄　

赤澤　史子　　越阪部雅和　　小林　一夫
鈴木　春陽　　堀川　貴史　　吉田　正之
　　

33 6 39
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名簿

地　　区 正　　　会　　　員 準会員（４号準会員含む） 会  員  数
正 準 計

西
　
　
部
　
　
地
　
　
域

和光 石塚　兼也　　　荻野　雅之　　　金沢　伸晃　　　加屋野　究
櫻井　義郎　　　芝波田大樹　　　田中　建多　　　橋本三喜男
山崎　彰三　　　和田　正夫

砂川　皓平 10 1 11

朝霞 稲山十四助（相）　岡﨑　隆造　　　菊地　紀宏　　　高柳　尚視
坪内　悠介　　　新里　智弘　　　根津　光弘　　　舩本　雅史

礒部　力也　　興松　敬史　　小北　一貴
椿　　大輔　　宮崎恵理子

8 5 13

新座 春日　敏彦　　　平山　　剛　　　柳澤　孝行 市川　義治　　太刀川秀臣　　日野　　烈
望月　達也

3 4 7

志木 赤尾敬一郎　　　有賀　美典　　　上原　由夫　　　関本　　享
宮野尾幸裕　　　山本　宣生

田代　雄也 6 1 7

富士見 大塚　健一　　　海上　和幸　　　角野　崇雄　　　髙波美弥子　　　
森下　賢二　　　芳原　勝伸

小泉　佑介　　鈴木　秀和　　福田　政彦 6 3 9

ふじみ野 齋藤　　博　　　樋田　孝之　　　平林　素子　　　水谷　　新 　 4 0 4
狭山 井上　徹二　　　栗原　洋一　　　酒井　俊幸　　　坂野　好邦　　　

清水　善規　　　鈴木　康弘　　　髙栁　　清　　　寺田　芳雄　　　
中村　英明　　　宮川　惠一

川村　卓夫　　齋藤　　亨　　町田　紘子 10 3 13

入間 関谷伊和男　　　田中　清一　　　中村　　透 武政　和浩　　向山　裕輔 3 2 5
日高 　 越智　一英 0 1 1
鶴ヶ島 海老澤敏夫　　　橋爪　和夫 三ツ木　寛 2 1 3
坂戸 川村　義則　　　西川　裕康　　　原口　　純　　　宮澤　正則

栁澤　　享
加賀谷祐介　　齋藤　吉国　　髙橋　　毅 5 3 8

飯能 嶋田　　昇　　　田中　里和　　　吉島　一良（顧）　吉島　力良 池田　五郎　　坂本　浩輔 4 2 6
東松山 鳥海　隆雄　　　堀　　一男（顧）　真下　和男（顧）　山崎　　剛 遠藤　瑶子 4 1 5

入間郡三芳町 菅野　　卓　　　中川悠紀子 2 0 2
入間郡毛呂山町 新井　晶美 0 1 1
川島 江藤　　昭 　 1 0 1
吉見 木村　　毅　　　根岸　泰文 2 0 2
滑川 佐藤　正恒 1 0 1
ときがわ 岡野　孝朋 0 1 1

西部地域　合計 127 40 167

東
　
　
部
　
　
地
　
　
域

越谷 阿部　　実　　　飯塚　岩男　　　石井　敏明　　　伊波　明人　　　
大沢日出夫　　　大鷲　雅一　　　長田　慶洋　　　清田　　亮　　　
熊谷　盛樹　　　小柴　義博　　　後藤　雄介　　　鈴木　篤志　　　
髙野　悦雄　　　髙橋　章二　　　田久保武志　　　田部井悦子　　　
為ケ谷喜一郎　　　中谷　真二　　　中村　甫尚（幹）　根本　裕久　　　
長谷川俊晴（常）　日向　健一　　　深井　哲平　　　藤原　拓也　　　
堀　　友嗣　　　松村　俊夫　　　丸山　陽司　　　水嶋　正樹　　　
渡井富志雄

今市　哲則　　荻原　将広　　久世　将吾
坂上　志歩　　乗松　幹朗　　安田　英則
山本　佳史

29 7 36

春日部 浅子　正明　　　飯田　輝夫　　　磯山　昭一　　　射手　宏和　　　
糸井　拓也　　　遠藤　忠宏（幹）　倉内　龍児　　　小池久美子　　　
神足　勝彦　　　田中　彰治　　　冨田　啓一　　　中村　　仁　　　
西島　大充　　　廣瀬　哲也　　　廣瀬　令子　　　山本　清次（顧）　
吉田　　剛　　　渡邉　宣昭　　　渡邉　喜夫

梅田　純一　　酒井　雄一　　新澤　寛樹
寺師　薫子　　中川　茂幸　　中村　幸治

19 6 25

草加 秋濱　政志　　　浅野　典久　　　伊藤　忠士　　　猪股　世紀
猪股　宏之　　　猪股　史紀　　　遠藤　修司　　　小笠原薫子
奥平　　隆　　　長内　温子　　　河合　　寛　　　関根　敬子
仙波　春雄　　　髙畑　明久　　　谷　　篤志　　　冨岡　桂子
中島　英男　　　福井　俊之　　　堀野　　曉　　　三根　健一

糸田川　周　　内倉　　滋　　田中　陽子
南　　伸一　　山本　　創

20 5 25

八潮 種家　宗利　　　平山　　誠　　　藤井　　寿　　　 久米　　忠　　小早川侑子　　中村　圭吾 3 3 6
三郷 今西　崇雄　　　岡庭　武利（幹）　剱山　　清　　　髙山　康明　　　

富樫　信子　　　橋本　尚樹　　　山下　勝矢
五十嵐　力　　立道　快明 7 2 9

吉川 小山　修平　　　野口　千春 豊田由美子 2 1 3
蓮田 飯野　浩一（常）　小川　　進　　　森山　武芳 増田　祥之 3 1 4
久喜 神田　和俊　　　向後　真徳　　　永田　　勲　　　山崎　　修　　　

山中　裕之
5 0 5

加須 伊藤晋太郎　　　髙野　勝良　　　原　　　稔 髙橋美映子 3 1 4
行田 會田　幸雄 1 0 1
羽生 土橋　宏章　　　松本　　猛 岡田　健吾 2 1 3
幸手 菅谷　君一　 渡邊　将人 1 1 2
白岡 岡山　和愛　　　坂巻　仁志　　　椎野　晃雄　　　長澤　正浩　　　

藤田　達郎
秋山　浩一 5 1 6

宮代 板橋　正志 亀岡　昌樹　　高木　雅和 1 2 3
松伏 歩行田大樹 1 0 1

東部地域　合計 102 31 133

北
　
部
　
地
　
域

熊谷 石井　喜浩　　　大谷　宏一　　　荻野　八郎　　　金井　千尋（常）　
川邉慶之助　　　木下　和紀　　　木本　英男　　　鯨井　久敬　　　
島田　洋孝　　　田代　充雄　　　能見　孟俊　　　萩原　　篤　　　
蛭川　俊也（顧）　村田　克也　　　本塚雄一郎

大澤　祐丞　　權田　弘行　　柴﨑　　亮
中澤　泰彦　　松本　洋平　　森田　昌幸

15 6 21

深谷 黒須　克仁　　　小林喜一郎　　　須川　智之　　　武田　　哲　　　
塚原　昭二　　　中澤　仁之（幹）　原口　　博（幹）

松﨑　宏友 7 1 8

寄居 　 勝又　大博 0 1 1
北部地域　合計 22 8 30

秩
父
地
域

秩父 小泉　眞人　　　肥沼　秀司 2 0 2
秩父地域　合計 2 0 2

埼玉県会合計（公　開） 549 165 714
　〃　　　（非公開） 9 12 21
埼玉県会総合計 558 177 735

在住地
区会員

青木　茂男　　赤沼千恵子　　池田　博行　　磯部　正昭　　内田　　研　　江口　俊治　　太田　啓之　　緒方　雅人　　奥山　弘幸　　
尾﨑　兼行　　加藤　洋平　　神山　敏夫　　河合　明弘　　川口　宗夫　　楠山　正典　　久保　直生　　河野　幸久　　小島　　昇　　
權田　俊枝　　酒井　宏暢　　櫻井　　均　　佐々木直彦　　佐瀨　永一　　佐瀬　俊道　　神保　正人　　鈴木　泰司　　鈴木　昌治　　
高橋　達夫　　對馬　和也　　中嶋　教晶　　中塚　拓也　　中野　竹司　　中村　元彦　　野口　和弘　　野崎　一彦　　平野　純一　　
深代　勝美　　深代　伸明　　福薗　　健　　舩山　卓三　　寶野　裕昭　　本間　利雄　　前川　修満　　松本正一郎　　丸岡　　裕　　
森本　洋平　　余語　直樹 （合計47名）

＊凡例＝（会）：会長　（副）：副会長　（常）：常任幹事　（幹）：幹事　（監）：監事　（顧）：顧問　（相）：相談役

※地域区分は、事務所所在地による
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　埼玉県会事務所がリニューアルされました。県会
事務室そして研修室に、接触型カードシステムが導
入され、セキュリティが強化されました。
　私は大学卒業後、某大手証券会社の本社に勤務し
ていました。警備員は常駐していても、社員以外の
人が社内にいても誰も気にしない古きよき時代でし
た（笑）。けれど給湯室で包丁を持った男（不審者）
に遭遇した同僚女性もいました。幸い大事には至り
ませんでしたが、今考えると怖いです。
　セキュリティ強化により、見知らぬ人がフラッと
県会事務所に現れ、皆様を危険にさらすことはない
でしょう。あ、給湯室は共有でしたか。トイレもで
すね……。
　リニューアル工事では各所にセンサーが設置さ
れ、照明の光度およびエアコンの風量を自動的に調
整するシステムも導入されました。会員の皆様は安
全で快適に研修を受けていただけます。地球に優し
いエコな県会事務所へ堂々と（ひっそりと？）生ま
れ変わりました。
 （小川千恵子）

　新年明けましておめでとうございます。皆様にお
かれましては、健やかに新たな年をお迎えのことと
存じます。
　実は（…あたりまえですが）これを書いている現
在、衆院選の公示がなされたばかりで、日本の政状
がどうなっていることやらわかりません。当面、大
きな変革は起きない結果に落ち着いてしまう気が致
しますが、どうなるでしょうか？ただし、財政の行
き詰まりも明らかですし、どこかの時点で誰かの決
断と実行が求められるのでしょう。
　本年、私は年男の48歳です。公認会計士税理士
として、まだ体力もあるだろう？これからの12年、
業務を通じて地域社会に貢献できる、人の役に立て
る人間になりたいと思います。世の中いろいろなこ
とがあるでしょうが、少しでも明るい面を見て楽し
く笑顔で生きたいものです。
 （飯野浩一）

　今年度は、記念すべき埼玉県会CPAニュース第
10号を４ページ増の24ぺージで発行することがで
き、よりパワーアップした内容になりました。原稿、
写真等ご協力ありがとうございました。
　さて、歴史とは何？自分の歴史、家族の歴史、国
の歴史、世界の歴史、様々な歴史。時間が流れてい
る限り過去が発生し歴史が生まれます。言わずもが
な歴史とは過去情報ですね。古くから歴史書は権力
者の行動を正当化する政治ツールとして利用されて
きました。従って、歴史書を読むとき内容が本当な
のか否かを見極める目が必要となります。現代のメ
ディアも然りです。自分や家族の歴史以外は、多面
的な視点で歴史をとらえる必要がありますね。今年
は日本の新たな政治が始まる年です。自らを正当化
するのでなく他からどれだけ評価された上で歴史に
刻まれるか、見極めていきたいところです。さて、
新しい年、私も自分を正当化しないように素直に１
年過しますか。
 （佐久間仁志）

天井のセンサー

接触型カードシステム

編集後記
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